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物  質  名 トリクロロアセトアルデヒド ＤＢ－33 

別   名 
クロラール 
無水クロラール 
トリクロロエタナール 

C A S 番号 75-87-6 
PRTR 番号 第 1 種 208 
化審法番号 2-528 

構 造 式 
 
 
 
 
 

分 子 式 C2HCl3O 分 子 量 147.40 
沸 点 97.8 ℃ 1） 融 点 －57.5 ℃ 1） 
蒸 気 圧 35 mmHg (20℃) 2） 換 算 係 数 1 ppm = 6.03 mg/m3 (25℃) 

分 配 係 数（log Pow） 0.99 3） 水 溶 性
自由混和し、速やかに水和物（抱

水クロラール）に変化する 1）。

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 ラット 吸入 LC50 440 mg/m3 (4ｈ) 4）  
 イヌ 吸入 LC50 5,900 mg/m3 (4ｈ) 4）  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

 本物質の報告はないため、本物質の水和物（抱水クロラール）について以下に示す。 

・CD-1 マウスに 0、14.4、144 mg/kg/day を 14 日間強制経口投与した結果、144 mg/kg/day 群で

有意な肝臓重量の増加、脾臓重量の減少を認めた。この結果から、NOAEL は 14.4 mg/kg/day
であった 5）。 

・CD-1 マウスに 0、16、160 mg/kg/day を飲水に添加して 90 日間投与した結果、雄では 16 
mg/kg/day 以上の群で肝腫脹及び肝ミクロゾーム増殖を認め、雌では 160 mg/kg/day 群で肝ミ

クロゾームの変化（総タンパク及びアニリン水酸化酵素の増加、チトクローム b5 の減少）

を認めたが、雌雄共に脾臓重量の減少は認めなかった。この結果から、LOAEL は 16 mg/kg/day
であった 5）。 

・B6C3F1 マウスに 0、166 mg/kg/day を飲水に添加して 104 週間投与した結果、166 mg/kg/day
群で肝臓の絶対及び相対重量の増加、肝細胞の壊死及び細胞肥大を認めたが、脾臓、腎臓、

睾丸への影響は認めなかった 6）。 

生生生    殖殖殖    ・・・    発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

 本物質の報告はないため、本物質の水和物（抱水クロラール）について以下に示す。 
・CD-1 マウスに 0、21.3、204.8 mg/kg/day を交尾の 3 週間前から出産後 21 日目まで飲水に添

加して投与した結果、奇形や産仔数、死産数、仔の体重に影響を認めなかったが、204.8 
mg/kg/day 群の仔で受動的回避学習能に障害がみられた。この結果から、神経系の発達への

影響を考慮すると、NOAEL は 21.3 mg/kg/day であった 7）。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

 本物質の報告はないため、本物質の水和物（抱水クロラール）について以下に示す。 
 抱水クロラールは、鎮静剤、催眠剤として広く使われているが、副作用として胃腸を刺激し、

不快感、悪心、嘔吐をひきおこす。ヒトの急性中毒量は約 10 g で、激しい呼吸の抑制と低血

圧をひきおこし 8）、0.5g あるいは 1.0 g では中枢神経系の抑圧、軽度な過敏反応、胃腸障害、
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興奮がみられ 9）、不整脈がみられる 10）こともある。 
 成人の場合、鎮静剤としての通常の用量は 1 回当たり 250 mg で 3 回/日（体重 70 kg として

10.7mg/kg/day）、催眠剤としての用量は 500～1,000 mg（7.1～14.3 mg/kg/day）である 8）が、

同時に副作用もみられている。従って、ヒトでの LOAEL を 10.7 mg/kg/day（本物質換算；9.5 
mg/kg/day）として設定することも可能である。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：3 11）（本物質及び抱水クロラール） 

  実験動物及びヒトでの発がん性に関して十分な証拠がないため、IARC の評価では 3（ヒトに

対する発がん性については分類できない）に分類されている。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH －  
 日本産業衛生学会 －  

 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露については、鎮痛剤（抱水クロラール）として使用時の LOAEL 10.7 mg/kg/day（不

快感、悪心、嘔吐）を採用し、短期間の影響であることから 10 で除し、さらに LOAEL である

ことから、10 で除した 0.095 mg/kg/day（本物質換算）を暫定無毒性量として設定する。 
 吸入暴露については、暫定無毒性量等の設定はできなかった。 
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